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沖縄本島における 

アマミクスベニカミキリの採集例 

豊嶋亮司 • 滑田保生 


アマミクスベニカミキリ Pyrestes i naeq u al i coll is 

Hayashi は，従来奄芡大岛特産極とされており沖縄本 
岛からは未記録の稀であったが，笮者らは1979年に沖縄 
本岛北部の山地にお' ■ 、て下記のように本 M を採集したの 
で報告する。 

1 S . 沖縄県国頭村与那莉岳，14, 1978,滑田保 

生採集， 

2$さ，同上，15, 1979,豐蚂亮司•沿田保生 

採集 


採％地は与耶剧岳の 
伐採斜面に突出した林 
逍沿いの広場で，採使- 
した 3 SS の他に数頭 
の個体が吹き上げられ 
たのを B 幣した。 

沖繅本島北部は奄英 
大&ときわめて類似し 
たカミキリ相を示 L ， 
現在までに確認され て 
いる 共通 M の 他に もい 
くつかの補について共 

通分布が予想されてお 
り，本補も以前から沖縄本岛における分布が推察されて 



I 、た。 

採出した個体は，奄芙大&•産の個体に比べ触角が太い 
こと，前胸背の点刻も若 T •あらいことなどの差異がある 
が，アマミ クスベニカ ミキリと同定できるものであった。 

未笨ながら発表にあたりご協力いただいた嵆江 H 氏並 
びに写真振影していただいた沿沢穴久氏にお礼中し上げ 


(盌嶋：〒462名占段市北区下飯田町卜 11) 

(滑田：〒77卜16徳岛県阿波郡市場町平地 222) 


木曾御岳で採集したカミキリ6種 


湯沢宣久 

1979年，31者は長野県木曾郡御岳にて下記のような力 


ミキリムシを採集したので報告する。 

1. ェゾハイイロハナカミキリ 

Rhagium heyrovskvi PODANY 
1?, 26, VD,1979 
トウヒの伐採木上にて採集。 

2. クモマハナカミキリ 

Ezwlinns boreal is (GYLLENHAL) 
1 $ 1?, 22, VI,1979 

ナナカマドの花上にて採集。 

3. ミヤマヒメハナカミキリ 


Pidonia sylvicola KUBOKI 
2 ささ 6 20 ， \1,1979 

ササの葉上にて採集。 

4. フイリヒメハナカミキリ 

Pidonia signata MATSUSHITA 
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稿 虫 


1 $ 1?, 26, M , 
1979 

ササの第上にて採第0 

5. スミイロ ハナ カミキ 
'； 

^tvellia extensa 

(Gebler) 

1?, 2, \ 1 , 1979 

ショゥマの花上にて採 

集 。 

6. カラフトホソコバネ 
カミキリ 

Necydalis 
sachaLinensis 
MATSUMURA et 
TAMANUKI 
12, \1,1979 
ッガの袞弱木で，樹幹 

のコヶ上にて採集。 

(:〒459名古屋市緑区大商町門田 19) 



阿武隈山地のカ ミ キリ 2 種 

大桃定作•新电违也•西山明 

笼者らはかねてより阿武隈山地の M 虫相調査を進めて 
おり，さきに興味ある分布を示す中虫類 （ Coleoptera) I こ 
ついて報告 1 してきた。今回，柬北地方初記録でもあ 
るクロサワへリグロハナカミキリ Eustraugalis antice- 
reductus HAYASHI が分布することを見出したので報苫 


する 0 



6 SS , 福岛県原町市 
横川赤根林道，2, VI , 
1979,大桃定洋•新里违 
也採集，2??,同上， 
17, W , 1979,西山明採 

m 

日陰のミ ズキの 花上に 
飛来した個体，あるいは 
林間を飛行中の個体を採 
集した。本種は北海道か 
ら九州までの広い分布域 
を示すものの，その産地 
はきわめて局所的であ 
り，本州における産地と 
しては奥多摩，大菩薩， 


長野県下，南アルプスおよび山口県下が知られるだけで 
あった。本記録は北関東地方から東北地方にかけての分 
布の空白を埋めたことになる0 

なお，同地における注目すべき記録として，クロヒラ 
タカミキリ Rhopalopiis signaticollis SOLSKY の一異常 
型 ab . abukumetisis OHMOMO et IKEDA が追加記録さ 
れたので併せて報告する。 

1原町市横川溪谷，3, VI ，1979，西山明採集， 

3 $$2??,原町市横川赤根林道，平山洋人•吉川贤 
.条久仁雄採粢，1?,同上，17，\1,1979,大桃定洋 
採集 

本異常型“は前胸部のすべてが鮮やかな朱赤色を呈す 
る個体で，その出現率は約 13%〔同地で 採集された クロ 
ヒラ タカミ キリの 酒体数は 60 exs .〕 に達する 0 この値 か 
らすると，本型は安定な1つの迫伝型と考えられるの 
で，これを f. abukumensis OHMOMO et IKEDA と改め 
たい。 

本種のこのような型は上記以外の日本産（その多くは 
福島県南会津地方で採集されている）にはまったく見出 
されていないが，中国大陸においては非常に稀に出現す 
ることが Gressitt 5 M こよって指摘されている0なんら 
かの理由によって，阿武隈山地に生总する一群には，前 
胸部に朱赤色を発現させる遗伝形質が隔離的に保持され 
てきたものと考えられる。 

最後に，採染にご協力いただいた籴久仁雄，平山洋人 
および占川 1 R の各氏に感謝する。 
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